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ミニ就職活動講座・個人相談（イーキュア㈱県受託事業）司法書士「労働者のための夜間電話相談」大北・安曇野労働災害撲滅緊急運動災害義援金のお礼
子育て中の女性を対象に女性就業相談員による就活

講座および個人相談が行われます。
●開催日および会場　

10 月 31 日（金）	 穂高健康支援センター計測室
11 月 7 日（金）	 豊科交流学習センター「きぼう」
	 学習室 4・5

●時間（各会場とも）　
ミニ就職活動講座 午前 10 時 30 分～ 11 時 20 分
個人相談（先着順）午前 11 時 30 分～午後 0 時 30 分
　　　　　　　　 午後１時 30 分～ 3 時 30 分
問松本地方事務所商工観光課　（440・1932）

労働者と使用者間のトラブルに関する無料電話相談
です。気軽にご相談ください。
●日時　11 月　 5 日（水）クレジット・借金問題
　　　　　　　12 日（水）敷金問題
　　　　　　　19 日（水）労働トラブル
　　　　　　　26 日（水）少額トラブル
　　　　　　　各回とも午後 5 時～ 8 時
※当日のみの専用電話番号 0120・448・788（無料）
　＜秘密は厳守します＞

問長野県司法書士会（4026・232・7492 6026・232・6699）

大町労働基準監督署管内では、休業 4 日以上の労働
災害による死傷者数が急増しています。

このことから 12 月 31 日まで運動の推進標語「『だ
いほくあずみの』無災害宣言で労災ゼロを目指そう」
のもと「大北・安曇野労働災害緊急撲滅運動」が展開
されています。

詳 し く は 長 野 労 働 局 ホ ー ム ペ ー ジ（uhttp://
nagano-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/）の「大町労働
基準監督署からのお知らせ」をご覧ください。

問大町労働基準監督署　40261・22・2001

多くの皆さんの温かいご支援をいただきありがとう
ございます。寄せられた義援金は、全額、日本赤十字
社を通じて各被災者へお届けしています。9 月 30 日ま
でに寄せられた金額は次のとおりです。
●東日本大震災　平成 26 年度中 52,225 円
　　　　　　　　累計 51,323,769 円
● 7．9 南木曽町豪雨災害　103,557 円
●平成 26 年広島県大雨災害　73,541 円
　今後も温かいご支援をお願いいたします。

問健長寿社会課福祉政策担当（481・0716 681・0703）
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社会を明るくする
運動について

安曇野地区保護司会

　三澤育子さん

社会を明るくする運動は、全ての国民が、犯罪や非行
の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、
それぞれの立場において力を合わせ犯罪や非行のない
地域社会を築こうとする全国的な運動です。

本運動は、昭和 24 年、戦後の荒廃した社会の中、街
にあふれた子どもたちの将来を危惧した東京・銀座の有
志の皆さんが、非行の予防等を広く訴えて開催した「銀
座フェア」にさかのぼります。その後、昭和 26 年から「社
会を明るくする運動」と名付け、法務省が主唱して毎年 7
月を強調月間として、全国で展開するようになりました。

安曇野市でも、7 月 1 日に、小学校の校長先生、市役
所の職員、更生保護女性会、保護司会等の皆さんの参加
で、街頭での呼び掛け運動が行われました。

その折、小学生からは、元気な大きい声の「おはよう
ございます」の挨

あいさつ

拶がありました。
私も返事をすることで、気持ちがとてもさわやかにな

り、子どもたちが大きくなっても、この挨拶が続けられ
るようにと願いました。

言葉を口にしての挨拶は、どんな立場であれ、どん
な環境におかれていても、相手に対してしっかり出来れ
ば、人を人として認め、世の中が明るくなるのではと
思っています。

言葉のかけ合いで地域の人たちとのつながりも生ま
れてくるのではないでしょうか。

人権コラム


